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      20２１．１１．１９  井上 陽平（北広島市立東部小学校）   

 石教研二次研究協議会では、多くの先生方にご参加いただき、ありがとうございました。授業実践を

していただいたお二方、中心サークルの恵庭市部会員の皆様、そして管内の保体（小）部会員の方々の

おかげで、有意義な研究協議会となりました。成果と課題について載せていますが、詳細については「石

狩の教育」をご覧下さい。 

★令和３年度 活動の成果と課題★ 

【 成 果 】  

 ○今年度の状況の中でも、研究主題に対して、各市町村で同一の課題を設定し、できる

限り連携しながら研究を進めていくことができた。 
○１つ前の研究である『学び合う場』を意識した授業づくりを行うことができていた。

そこに加え、昨年度からの新しい研究が少しずつ授業に反映され、子どもたちがいき

いきと体育を学ぶ姿が見られた。 

 ○指導と評価を一体化させることで、児童のみならず、教師自身の振り返りにもつなが

ることが実践を通して理解できた。 
 ○教師が身に付けさせたい力を明確にして指導すること、それらを評価することができ

た。 
 ○単元を通して身に付けさせたい力や、学習活動に即した評価規準を指導案に明記する

ことにより、指導者も子どもも見通しが持てる学習を展開できることにつながった。 
 ○今年度部会員によって実践された指導案や各学校で取り組まれている、だれでも楽し

める「ゆるスポーツ」の実践レポートなどがまとめられた指導案集をデータで発行する

ことができた。 
 
 【 課 題 】 

 ○個に合わせた技能を習得させるためには、対話的な活動を取り入れる意図、方法、学

習展開を指導者が明確にしておくことが必要である。また、単元を通して何を身に付

けさせるのかを考えていく必要がある。 
○「運動好きな子ども」にするために実践した指導と評価の一体化だが、具体的に教師

がどのような声かけや関わりを行うとより効果的か考える必要性がある。 
 ○日常の実践を今後も大切にしていき、研究主題の解明に向けて継続した取組が必要で

ある。 
 〇コロナ禍の中、研究内容や部会員の実践の還流を適切に行うやり方をきちんと考え実

行する必要性がある。 
 



１．話し合いの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 積極的な話し合いが行われていま

した。『運動好きの子』を目指すため

に、教師と児童が目標を明確化し、指

導と評価をしていくことの大切さや、

どのような指導計画や場が有効かも

話し合われていました。 

 なにが成果で何が課題なのか、全員で

確認し、司会進行をしていました。先生

方からは積極的な考えが出ていて、学び

合い、深まる時間となっていました。 

 成果と課題を対比するまとめ方を行

っていました。指導したことを児童がで

きるようになったか振り返ることで教

師自身の『成果と課題』が見えてきます。

今回の授業を通して運動好きにするた

めに何が効果的であったのか話し合う

ことができていました。 



２．各教室での話し合いから見えた「成果と課題」 

 全ての教室で今回の授業を通して深い話し合いを行っていました。成果と課題を明確にし、今後の指導に生かそうと

いう先生方の思いが伝わってきました。黒板には、先生方の様々な視点からみた『子どもたちを運動好きにする』ための

方法や理論がまとめられていました。授業をしてくださった、村上先生、八木先生ありがとうございました。 

★令和３年度 各教室で話し合われた成果と課題まとめ【低学年】★ 

【 成 果 】  

〇作戦ボードを活用することで、何をするのか明確になっていた。 
〇教師による『やる気につながる言葉』や『評価する言葉』ができていた。 
〇ルールの指導がしっかりされていて、ねらいを達成できていた。 
〇プレルボールはねらいを達成しやすい教材だと感じた。 
〇思考・判断・表現を伸ばすことのできる授業であった。 
〇『作戦を選ぶ』という発達段階に応じた指導がよかった。 
【 見解 】教師自身が『どのような力を児童につけたいか』明確だったので、作戦ボー 

ドの活用や言葉がけができていたのだと思います。 
【 課 題 】 

〇体育の学習として、運動量が少ないように感じた。 
〇何をねらいにしているのか、少し見えにくいところがあった。教師自身が児童につけたい力を 

明確にして、児童と共有することが大切だと感じた。 
〇ネットの高さなどの教具は適切だったか？もう少し考える必要があると感じた。 
【 見解 】圧倒的に多かった声が『運動量』についてでした。運動量を確保するために、時間の

配分や展開の工夫が必要です。今回の研究の『場面』の工夫に加えて『時間・展開』の工夫が課題

かもしれません。 

 

★令和３年度 各教室で話し合われた成果と課題まとめ【高学年】★ 

【 成 果 】  

〇その都度『教師からの声かけ』があり、児童が何を学び、何ができたらいいのかわか 
りやすかった。指導と評価が一体化できていた。 

〇ICT は集約しやすく、便利だと感じた。 
〇教師のねらいである『スペースを意識』した取り組みができていた。 
〇三角パスや、ひっくり返し競技は主運動につながり、よかった。 
〇『スペースを見つける』という学習目標に沿った教師の声かけが有効だった。 
〇ICT 端末の使用は今後につながるものだと感じた。 
【 見解 】教師が児童につけたい力が明確で、児童も何ができればよいのか分かりやすい授業だ

ったという声が多かったです。教師の声かけも焦点化されていました。 
【 課 題 】 

〇４対３の場はパスが通りにくいと感じた。ねらいを達成するための場の工夫が必要。 
〇体育の授業で、ICT をどのように活用していくか今後考える必要がある。 
〇『パスをすることができる』は、何をどのようにできたら、『できた』なのか少し見えにくい部 
 分があった。明確な評価基準を児童と共有するとよい。 
【 見解 】高学年についても『場』の工夫の大切さが一番多い意見でした。『ねらい』を達成させる

ためには、指導と評価を明確にするのみならず、『場・ルール・人数』の設定も大切です。ま

た、ICT の活用に関してもどのような使い方が有効か考える必要がありそうです。 



３．各市町村で行われた実践について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

            

  

 昨年度はこのような協議の場が全くありませんでしたが、今年度は多くの部会員の方々と話し合

い学び合うことができました。本当にありがとうございます。 

 また、研究内容の周知不足により多くの先生方にご迷惑をおかけしたこと、深くお詫び申し上げ

ます。連絡や調整の改善を図り、部会員全員で石狩の子どもたちのために研究をしていきたいと思

っていますので、今後ともご理解ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

二次研究協議会当日の話し合いのまとめ(成果と課題)については、「石狩の教育」に詳

しく載せますのでご覧ください。 

今年度も、各市町村の推進委員の皆さん、部会員の皆さんのご協力のおかげで、実り

のある部会活動を行うことができました。本当にありがとうございました。 

 

 後半は、各市町村の実践の DVD を観ま

した。素晴らしい実践ばかりで、多くのこ

とを学ぶことのできる素晴らしい時間と

なりました。各市町村で授業をしてくださ

った先生方、本当にありがとうございま

す。すべての授業で『場面』と『場』の工

夫がされており、子どもたちがいきいきと

体育を学び楽しむ姿が見られました。 

 また、役員のタイムマネジメント不足で

時間をオーバーさせてしまい申し訳あり

ません。 


